
　

山
の
文
化
館
展
示
室
に
は
、
国
師
岳
の
山
頂
で

ザ
ッ
ク
を
前
に
置
き
腰
掛
け
る
深
田
久
弥
の
写
真
パ

ネ
ル
が
展
示
し
て
あ
る
。
こ
の
写
真
に
関
す
る
地
形

図
と
作
品
を
探
し
た
。
地
形
図
は
「
金
峰
山
」
と
す

ぐ
分
か
り
、
出
し
て
見
る
と
大
変
多
く
の
書
込
み
と

赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
。「
国
師
岳
」
が
題
名

に
入
っ
て
い
る
作
品
は
な
く
、
こ
の
国
師
岳
行
に
つ

い
て
書
い
た
作
品
は
「
甲
武
信
岳
今
昔
」
だ
っ
た
。

こ
の
文
章
か
ら
行
程
を
た
ど
っ
た
が
、
笛
吹
川
西
沢

の
京
の
沢
出
会
い
か
ら
国
師
岳
ま
で
は
赤
鉛
筆
の
ラ

イ
ン
が
あ
っ
た
が
そ
の
先
は
ラ
イ
ン
が
な
か
っ
た
。

こ
の
山
行
の
ラ
イ
ン
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
深
田

久
弥
た
ち
一
行
は
、
七
ツ
釜
の
西
沢
温
泉
（
現
在
は

見
当
た
ら
な
い
）
に
一
泊
し
、
翌
日
京
の
沢
か
ら
国

師
岳
に
登
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
奥
秩
父
最
高
峰
の

北
奥
仙
丈
岳
（
当
時
地
図
に
表
記
は
な
か
っ
た
）
に

登
り
、
大
弛
小
屋
に
泊
ま
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
甲
武

信
岳
に
向
か
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
久

弥
六
十
一
歳
の
時
の
山
行
で
あ
る
。

　

今
回
は
赤
鉛
筆
か
ら
外
れ
る
が
話
を
進
め
た
い
。

こ
の
国
師
岳
の
写
真
は
、
平
成
十
五
年
七
月
に
発
行

さ
れ
た
、
深
田
久
弥
生
誕
百
年
記
念
切
手
の
深
田
久

弥
を
描
い
た
原
画
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
切
手
の
背
景

　

本
館
事
務
所
棟
の
屋
根
瓦
の
葺
き
替
え
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
工
期
が
迫
る
な
か
、

早
春
の
晴
れ
間
を
上
手
に
使
い
立
派
に
完
成

し
ま
し
た
。
長
年
手
を
加
え
て
な
か
っ
た
様

で
、
瓦
を
ま
く
る
と
「
木
端
」
が
葺
い
て
あ

り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
裏
板
を
打
ち
、
当
地

特
有
の
赤
瓦
の
屋
根
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
完
成
し
た

屋
根
の
写
真
と
、

上
っ
た
時
に

撮
っ
た
真
っ
白

な
白
山
の
写
真

を
添
え
ま
す
。

 
山
の
文
化
館
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よ
り

深
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瓦葺き替え完成

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と
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深
田
久
弥

は
「
早
春
の
白
山
」
と
題
す
る
版
画
で
、
九
山
山
房

の
蔵
書
票
を
作
っ
た
版
画
家
大
谷
一
良
の
作
品
で
あ

る
。（
原
画
は
山
の
文
化
館
に
展
示
し
て
い
る
）

　

一
昨
年
我
々
は
、
こ
の
写
真
を
撮
っ
た
場
所
を
特

定
し
た
く
て
大
弛
峠
か
ら
国
師
岳
に
登
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
思
案
し
て
み
た
が
、
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
久
弥
が
踏
ん
だ
と
同
じ
と
こ
ろ
に

立
て
た
こ
と
に
満
足
し
て
下
山
し
た
。
も
ち
ろ
ん
北

奥
仙
丈
岳
に
寄
る
こ
と
は
忘
れ
な
か
っ
た
。

　
「
金
峰
山
」
と
「
三
峰
」
の
地
形
図
に
は
、
と
て

も
多
く
の
書
込
み
と
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
解
明
は
次
回
に
ま
わ
す
こ
と
に
す
る
。

　
参
考
：「
甲
武
信
岳
今
昔
」
＝
『
山
頂
の
憩
い
』

「国師岳にて」　

「早春の白山」　



　

こ
の
一
冊
と
あ
る
が
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
か
ら

十
月
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
『
山
岳
講
座
』
全
六
巻

で
あ
る
。
編
集
は
川
崎
隆
章
、
近
藤　

等
の
両
氏
で

あ
る
。
深
田
久
弥
は
「
出
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
と
い

う
業
界
新
聞
に
紹
介
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
登
山
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
異
な
る
の
だ
と
説

き
、「
こ
の
講
座
に
は
実
践
的
な
教
え
も
あ
れ
ば
自

然
科
学
の
記
事
も
あ
り
、
詩
歌
や
絵
画
な
ど
の
情
操

的
な
文
章
に
も
事
欠
か
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
多
彩
な
内
容
の
講
座
で
あ
る
。

　
〝
天
満
さ
ん
〟
こ
と
大
聖
寺
の
江
沼
神
社
を
訪
ね

た
。
こ
こ
に
深
田
久
弥
氏
の
【
山
恋
の
碑
】
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
折
し
も
白
梅
紅
梅
が
見
頃
を
迎
え
、

良
い
香
り
と
共
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
た
。

　

本
を
半
開
き
に
立
て
た
形
を
し
て
い

る
赤
み
を
帯
び
た
御
影
石
の
碑
は
、
昭

和
四
十
九
年
四
月
二
十
一
日
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
久
弥
夫
人
志
げ

子
さ
ん
著
『
私
の
小
谷
温
泉
』
の
中
に
、

久
弥
氏
と
の
思
い
出
を
綴
っ
た
「
山
恋

の
碑
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
り
、
こ
の

碑
が
建
て
ら
れ
た
当
時
の
詳
し
い
い
き

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

刻
ま
れ
て
い
る
四
行
詩
の
こ
と
、
陶

板
や
深
田
氏
の
筆
跡
、
古
代
の
祭
器
を

か
た
ど
っ
た
花
台
の
こ
と
等
、
当
時
、

文
学
碑
建
立
に
た
ず
さ
わ
っ
た
氏
の
ゆ
か
り
の
人
た

ち
の
こ
だ
わ
り
と
ご
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

　

文
中
の
一
節
に
は
、「
生
涯
前
向
き
の
姿
勢
で
貫

い
た
一
人
の
男
の
碑
が
、
愛
し
た
故
郷
の
片
隅
に
知

己
の
善
意
に
よ
っ
て
出
来
る
の
な
ら
」
と
か
、「
夫

の
本
質
は
や
は
り
文
人
だ
っ
た
か
と
」
あ
る
。

　

静
か
な
故
郷
の
一
角
で
、
深
く
静
か
に
山
へ
の
憧

れ
を
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
文
学
碑
を
改
め
て
見

つ
め
る
と
、志
げ
子
夫
人
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

穏
や
か
で
と
も
に
山
を
思
い
、
じ
っ
と
佇
ん
で
い
た

く
な
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
た
。

山
の
茜
を
顧
み
て

一
つ
の
山
を
終
り
け
り

何
の
俘
の
わ
が
心

早
も
急
か
る
る
次
の
山

編
集
後
記
〜

　

春
め
い
て
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
桜
の
便
り
が
聞
か
れ
ま
す
。

大
聖
寺
川
沿
い
の
桜
も
色
付
き
始
め
ま
し
た
。
山
で
は
カ

タ
ク
リ
の
花
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

こ
の
一
冊

 
深
田
久
弥
ゆ
か
り
の
地

　
　
江
沼
神
社
文
学
碑
　「
山
恋
の
碑
」

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

四  

月  

十
五
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
谷
川
岳
」

　 

五
月  

二
十
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
大
峰
山
」

　 

六
月
二
十
四
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
羅
臼
岳
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
五
月
十
五
日
（
日
）

演
題
：
白
山
の
鳥
た
ち

講
師
：
西
野 

英
一 

氏
（
石
川
県
自
然
解
説
員
）

　
■
六
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
日
本
百
名
山
を
登
り
終
え
て

講
師
：
常
橋 

憲
一 

氏

　
■
七
月
十
日
（
日
）

演
題
：
昆
虫
は
お
も
し
ろ
い
（
加
賀
市
編
）

講
師
：
富
沢　

章 

氏
（
石
川
む
し
の
会
会
長
）

※
小
学
生
親
子
対
象


